












（Les Grands Cimetières sous la lune, 1938）と並ぶ二大評論である『良俗派の大恐怖』
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なぜ私はここで欠点など語るのだろうか。ユダヤ民族の特質 （qualitiés de 












ランス人の少年」（un petit garçon français）に、―「あの〔液体のように〕冷た
い炎」（ce feu liquide）という撞着語法が象徴する ―「ユダヤ的イロニー」４） が
対置されている。
　そして、フランス人とユダヤ人に割り振られた、衝動的な子供とイロニーに
満ちた老獪な人物の組み合わせは、ダニエル・ペズリル師（Mgr Daniel Pézeril, 
1911-1998）が編集した『ウィーヌ氏』の草稿集において、スティニー少年と
退職したあの語学教師ウィーヌ氏との最初の出会いの場面を構成している。両




　しかしここで、― 後に「銃後と前線」のような変奏を生む ― ベルナノスに
親しい二分法に関して、これまでの研究のように「幼子の精神」を一方的に称
揚しただけでは、何も言ったことにはならない。例えば、アルベール・ベガン








































ように、これまで書かれたことがあったかのように （comme si un tel language 
pouvait s’écrire, s’était jamais écrit）、書物から書物へと書き続けつつ探し求めて



















































巻末の「空瓶の神話」（Le Mythe de la bouteille vide）は、「死せるウィーヌ氏の
魂を象徴し」ているなどとする時、ベガンはギリシア哲学に基礎づけられた聖
書釈義の末裔である解釈学的発想に依拠しているのである。ツヴェタン・トド
ロフ （Tzvetan Todorov, 1936-） は、教父たちの時代から、聖書が多義的であるが
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合、どんな状況にいるところだって （n’importe quelle conjoncture vraie ou fausse） 
考えられることだよ。（…） おれは、しかし、真暗な夜なか、おまえのいう『土
砂降り』のなかをあるいている姿を十分想像できるよ、なにかあの人だけが知

























































という言葉は歴史家の言葉ではない。それは群衆の、大衆の言葉 （un mot de 
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問題が扱われる際に頻出するとこは注目されてよいだろう。1944年５月に書か












とする時、明らかにサリエージュ枢機卿（Mgr Jules-Géraud Saliège, 1870-1956）
の発言22) を踏まえている。そしてここで注目すべきは、ベルナノスが、この
ユダヤ人に関する指摘の直後に、以下のように述べていることである。「かつ









存在の二重性ついて縷説し  ―「何も言わないために話す」（parler pour ne rien 
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の小説家ル・フォール（Gertrud von Le Fort, 1876-1971）の小説（Die Letzte 
am Schafott, 1931）を劇作化した『カルメル会修道女の対話』（Dialogues des 
carmélites, 1949）しか書いていない。そしてその最後の作品とは、その臆病さ
故にその姓がからかいの対象となる修道女、ブランシュ・ド・ラ・フォルス 
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ヤ民族」と受難（Passion）のイエスとの間の「まことに驚くべき一種の置換作



















忍耐しなくちゃいけない。神父さん、忍耐というものは良薬ですぜ …（Il faut 





松浦寛.indd   111 2007/01/18   11:11:15
112
「少しも脇道にそれぬ、規則正しい歩み（un pas régulier, sans dévier d'une ligne）」


































ある小さな獣（une petite bête malfaisante）のように、もはや動機も目的もない
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